




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

 

- 1 -

日本ルツボ㈱ (5355) 平成30年3月期 第3四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な内外需を背景とした輸出増加および生産活動拡大に伴

い、企業収益および業況判断が改善し、緩やかな回復基調が続きました。先行きに関しては、米国の経済政策運営

や北朝鮮の地政学的リスクなどの影響の懸念もありますが、景気は引き続き緩やかに回復すると見込まれておりま

す。 

 当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、第３四半期、国内自動

車販売台数は前年比若干減少しましたが、国内生産台数の前年比増加は継続しております。 

 鉄鋼産業は、中国の粗鋼生産がなおも高水準ではあるものの、国内粗鋼生産量が前年比でほぼ横ばいまで回復し

ており、上向きの基調で推移しております。 

 このような状況の中、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推進し

てまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は65億４千５百万円と前年同四半期比14.4％増加

いたしました。利益面では、営業利益は３億８千６百万円（前年同四半期比58.7％増）、経常利益は４億円（前年

同四半期比49.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億５千４百万円（前年同四半期比27.4％増）となり

ました。 

 

①事業の分野別業績

 鋳造市場向けは、国内自動車生産台数が前年比増加となるなか、売上高は30億６千３百万円（売上高比率

46.7％）と前年同四半期比6.2％増加いたしました。 

 鉄鋼市場向けは、高炉工事の受注増等により、売上高は10億１千９百万円（売上高比率15.6％）と前年同四半期

比1.4％増加いたしました。 

 溶解炉・環境市場向けは、連結子会社化した眞保炉材工業株式会社の売上も寄与し、売上高は17億２千８百万円

（売上高比率26.4％）と前年同四半期比49.0％増加いたしました。 

 海外市場向けは、北米向け出荷の増加等により、売上高は４億３千６百万円（売上高比率6.7％）と前年同四半

期比2.2％増加いたしました。 

 不動産事業は、３月に完成した大阪倉庫の売上が寄与し、売上高は３億円（売上高比率4.6％）と前年同四半期

比20.6％増加いたしました。 

 

 ②事業の種類別セグメントの業績

 セグメント別の売上高は、耐火物等事業が44億円（売上高比率67.2％）と前年同四半期比4.4％増加し、営業利

益は４億６千７百万円と前年同四半期比69.1％増加いたしました。溶解炉・環境関連市場向けのエンジニアリング

事業は18億４千５百万円（売上高比率28.2％）と前年同四半期比46.5％増加したものの、営業利益は１億４千６百

万円と前年同四半期比2.8％減少いたしました。不動産事業は３億円（売上高比率4.6％）と前年同四半期比20.6％

増加し、営業利益は１億６千２百万円と前年同四半期比18.6％増加いたしました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比４億１千２百万円（7.1％）増加し、62億２千

９百万円となりました。主として、受取手形及び売掛金の増加によるものです。

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末比５億６千５百万円（14.3％）増加し、45億２千

１百万円となりました。主として、眞保炉材工業株式会社の子会社化に伴うのれんの発生によるものです。 

 これにより、当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比９億７千７百万円（10.0％）増加

し、107億４千９百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比３億９千６百万円（11.7％）増加し、37億８千

９百万円となりました。主として、買掛金及び短期借入金の増加によるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比２億８千２百万円（11.6％）増加し、27億２千

２百万円となりました。主として、眞保炉材工業株式会社の子会社化等に伴う長期借入金の増加によるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比２億９千９百万円（7.6％）増加し、42億３千９

百万円となりました。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は39.4％（前連結会計年度末は40.3％）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年３月期の通期連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）につきましては、平成29年５月11

日に公表した通期連結業績予想から修正を行っております。連結業績につきましては、積極的な営業活動及び経費

削減により、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益がいずれも予想を上回る見込みで

あります。 

 

［通期連結業績予想］ 

  売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰

属する当期純利

益

1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 8,700 450 440 300 22.19

今回修正予想（Ｂ） 8,930 510 530 340 25.15

増減額（Ｂ－Ａ） 230 60 90 40  

増減率（％） 2.6 13.3 20.5 13.3  

前期実績 7,823 377 406 290 21.46

 

 平成30年３月期の通期個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）につきましても、平成29年５月11

日に公表した通期個別業績予想から修正を行っております。個別業績の修正理由は連結業績と同様であります。 

 

［通期個別業績予想］

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 7,800 320 330 240 17.75

今回修正予想（Ｂ） 8,004 394 424 300 22.19

増減額（Ｂ－Ａ） 204 74 94 60  

増減率（％） 2.6 23.1 28.5 25.0  

前期実績 7,690 309 327 238 17.59

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

- 3 -

日本ルツボ㈱ (5355) 平成30年3月期 第3四半期決算短信




